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2019 年度 MUSIC 活動報告 
 Musashino University Smart Intelligence Center(MUSIC)では，2019 年度の活動とし
て，2020 年度の新しい情報教育の立ち上げ及び BYOD キャンパス化，それに伴う学生の学
習環境の支援サービスの開発などを行ってきた．これらの活動内容に関して報告する． 
 

















































- 情報倫理ハンドブック： pp.25-27 (パスワードによる保護) 
- 関数を学ぼう： SUM, SUMIF 







- 情報倫理ハンドブック： pp.11-23 (ネットコミュニケーション) 
- 関数を学ぼう： AVERAGE, STDEV, COUNT, COUNTA, COUNTBLANK, COUNTIF  
 
- 人間開発指数を通して世界の問題を考えます． 











- 情報倫理ハンドブック： p.28, pp.34-36 (データの安全性，他) 
- 関数を学ぼう： MAX, MIN, MEDIAN, MODE, RANK, AVERAGEIF  
 
- データ収集の道具として，Google Earth を活用します． 
- データ整理の道具として，ツリーの図を活用します． 
- データ分析の道具として Google Spreadsheet を活用します． 
（テーマ例： 日本国内にある世界文化遺産を比較せよ！） 








- 情報倫理ハンドブック： pp.29-33, pp.37-40 (データの安全性を脅かすもの，他) 
- 関数を学ぼう： POWER, SQRT, ROUND, ROUNDDOWN, ROUNDUP, RAND  
 
- データ整理の道具として，段取りの図を活用します． 
- データ分析の道具として Google Spreadsheet を活用します． 
（テーマ例： 日本国内にある世界文化遺産をめぐるツアープランを考案せよ！） 




- 帰無仮説と対立仮説，t 検定 
予習：(メディア授業) 
- その Wi-Fi は大丈夫？(メディア授業-5) 
- 教えて，スマートな暮らし方(メディア授業-15) 
- 情報倫理ハンドブック： pp.47-48 (ウイルス感染，他) 
- 関数を学ぼう： FTEST, FINV, TTEST, TINV, IF, AND, OR, NOT  
 
- データ整理の道具として比較の図を活用します． 
- データ分析の道具として Google Spreadsheet を活用します． 
（テーマ例： 日本国内にある世界文化遺産をめぐるツアープランを比較検討せよ！） 
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- 情報倫理ハンドブック： pp.8-10 (自身の大切な情報や権利を守る) 









- ミニプロジェクトの準備  
 
- 良かった点，悪かった点，そしてどのように改善していくかを考察し，演習を総括する 
復習： 授業全体を総括するグラフィカルサマリーの作成(Google Slide を活用) 
 
1.1.5 文献 




ジタルビデオ小品集 7」(企画・制作：一般社団法人大学 ICT 推進協議会)を利用可能です） 
























































- 関数を学ぼう： GOOGLETRANSLATE, IMAGE 
予習： シラバスを読んでおくこと  
 
- フェイクニュースで大失敗(メディア授業-16) 
- 情報倫理ハンドブック： p.45 (スマホアプリ) 
- ヒトによるフェイクニュースの感知と人工知能によるフェイクニュースの感知 









- 情報倫理ハンドブック： pp.4-6 (著作権を遵守する) 






- 情報発信の道具として，Google Document を活用します．? 
復習： グラフィカルサマリーの作成(Google Slide を活用)  
 
【第３週】信頼度の高い情報を利活用して考察してみよう 
- 情報検索の道具として，Google Scholar や CiNii，PubMed を活用します． 
- Google 検索や新聞検索も併用します． 






- 情報倫理ハンドブック： p.46 (著作権侵害) 
- 関数を学ぼう： IMPORTDATA, IMPORTHTML, LEFT, LEN, MID, RIGHT  
 
- 情報整理の道具として，深堀の図や比較の図を活用してディスカッションします． 
- 情報発信の道具として，Google Site を活用します． 
（テーマ例：人工知能とは異なる，ヒトの存在意義は何か？） 







- 情報倫理ハンドブック： p.7, p.43 (肖像権を尊重する，他) 





復習： グラフィカルサマリーの作成(Google Slide を活用)  
 
【第５週】メディア（映像）を制作して世界に発信しよう(発信編) 




- 情報倫理ハンドブック： p.41, p.45 (不用意な発言・悪質な行為の公開，他) 
- 関数を学ぼう： TODAY, NOW, DATE, TIME, WEEKDAY, SECOND, MINUTE, HOUR, 
MONTH, YEAR  
 
- その際，個人情報保護と著作権の観点からチェックをして必要な修正を施します． 
復習： グラフィカルサマリーの作成(Google Slide を活用)  
 








- 情報倫理ハンドブック： pp.49-52 (トラブルを避けるための注意点) 










- ミニプロジェクトの準備  
 
- 良かった点，悪かった点，そしてどのように改善していくかを考察し，演習を総括する 
復習： 授業全体を総括するグラフィカルサマリーの作成(Google Slide を活用) 
 
1.2.5 文献 




ジタルビデオ小品集 7」(企画・制作：一般社団法人大学 ICT 推進協議会)を利用可能です） 













































































































































































































 アメリカの CSTA(the Computer Science Teachers Association)および，イギリスの













































図 1.4.3 micro:bit を利用したプログラミング例 
 
 
 
